


水土里ネット大菊の位置及び地勢水土里ネット大菊の位置及び地勢



　　

・地区面積　　　　　　　１，６９４ｈａ

・組合員数　　　　　　　２，０４１名

・総代数　　　　　　　　　　 ５７名

・役員数　　　　理事１７名　　監事３名

・職員数　　　　職員　４名　　嘱託３名

・賦課金　　　　事務費（運営費）2,000円/１０ａ
　　　　　　 　　維持管理費500～1,500円/１０ａ
・Ｈ１６年度予算額（一般会計）２７１，２４９千円　

水土里ネット大菊の概要



水土里ネット大菊の現状

・ 担い手担い手（後継者）不足

・ 都市化都市化（混住化）の進展

・ 知名度知名度（土地改良区の）



２１世紀土地改良区創造運動

１．総合学習の教材提供

２．イベントへの参画

３．イベントの開催

４．水循環型営農運動推進



総合学習の教材提供

出前講座出前講座

（勉強会） （施設見学会）



総合学習の教材提供

井手の清掃井手の清掃



総合学習の教材提供

魚のつかみ取り魚のつかみ取り

（農業用用水路でのふれあい）



イ　ベ　ン　ト　へ　の　参　画

１．熊本県農業フェアへの出展

　・ 開催日　　　Ｈ１６．１０．２３～２４
　２．すぎなみフェスタ（菊陽町）

　・ 開催日　　　Ｈ１６．１１．７
　３．からいもフェスティバル（大津町）

　・ 開催日　　　Ｈ１６．１１．１４

　



イベントへの出展状況



イ　ベ　ン　ト　の　開　催

田んぼの学校in白川中流域

開催日：平成１６年８月８日

参加者：都市部及び地元の児童、保護者（約１５０名）
　

目的　・水土里ネット及び地下水かん養機能の　　　　
　　　　　アピール

　　　　・都市と農村との交流



土地改良施設の見学



地下水かん養の話　九州東海大学　市川教授



ど　ろ　ん　こ　遊　び



水循環型営農運動

地域の特性

・熊本市圏１００万人の生活用水

・地下水の湧水量の減少

・白川下流域の“水がめ”

（地下水かん養機能：多面的機能）



地下水の流れ地下水の流れ



減少する地下水とその原因

・湧水量の変化　（　水前寺・江津湖　）
　　　
昭和３５年

約１００万トン

現　在

約４０万トン（日量）

・原　因

　　　　　都市化の進展による涵養域の減少

水稲の生産調整（減反率　約５０％）



隣接土地改良区との連携

白川中流域土地改良区協議会の設立白川中流域土地改良区協議会の設立

（錦野・迫井手・大菊・馬場楠堰土地改良区）

H１５．４．１



水田営農の一環として湛水

目　　的
連作障害防止

線虫駆除
土壌機能の維持回復

時　　期　　　かんがい時期（５月～１０月）

期　　間　　　１ヶ月～３ヶ月

湛水例

大豆作付前の湛水
にんじん作付前の湛水
飼料作付前の湛水
その他



企　業　と　の　連　携

・ソニーセミコンダクター九州

　工業用水として年間約１１０万トンの地下水を使用

　
・水田湛水農家に助成金

・湛水協力農家との交流





研究機関との連携

・九州東海大学工学
部

減水深調査

・熊本開発研究センター

・環境ネットワークくまもと

情報交換



水循環型営農推進協議会

◎　設立　　H１５.１０.１７

◎　目的

　・　水田営農の推進

　・　農地の多面的機能を通し、
　　地下水涵養対策に協力



水循環型営農推進協議会　組織図

熊本市

大　津　町

水田農業推進協議会

菊　陽　町

水田農業推進協議会

※１

※２

水循環型営農推進協議会

大津町

菊陽町

白川中流域

土地改良区協議会

JA菊池

大津中央支所

JA菊池

菊陽中央支所

※３

※１　啓発体制を活用した推進

※２　水張り面積等の取りまとめ

※３　JAと連携した作付等の調整



白川中流域における水田湛水推進に関する
協定書の締結（H１６．１．２１）

熊本市 　 ・ 　 大津町 　 ・ 　 菊陽町

水 循 環 型 営 農 推 進 協 議 会

目　的

１.白川中流域における農業及び農業の果たす地下水かん
　養の重要性について住民の相互理解を深める

２.大津町、菊陽町及び熊本市の相互住民及び事業者の交
　流を促進する

３.環境保全型農業及び農産物の地産地消の普及啓発を　
　図る



白川中流域水田活用協定調印式

　　　　　　　熊本市長　　熊本県知事　　理事長　　大津町長





JA熊本果実連　支援開始

熊本日日新聞
　　H16.10.9



協　力　農　家　へ　助　成　金

２２，０００円／１０a３ヵ月

１６，５００円／１０a２ヶ月

１１，０００円／１０a１ヶ月

金　　額湛水期間



水　張　り　状　況



H１６．６　熊本県　菊池郡　大津町　

水　張　り　状　況



熊　本　市　環　境　フ　ェ　ア　ー



豊かな地下水を育むネットワーク

◎　設　立　　H１６．２．２９

　◎　目　的

　　・　生産者と消費者の緊密な連携

　　・　安全かつ高品質な農産物の生産・供給

　　・　熊本都市圏の地下水保全

　　・　都市と農村の共生



豊かな地下水を育むネットワーク

構成員　　　個人（４６名）　団体（５）

◎　個人　　生産者　・　消費者　　

　　　　　　　研究者　　４名（九州東海大学）

◎　団体　　熊本環境消費者研究会， 　　　　

　　　　　　環境ネットワークくまもと，　　　　
　　　　　　JA菊池，SONY，水土里ネット　
　



豊かな地下水を育むネットワーク

熊本日日新聞
　H１６.３.１



豊かな地下水を育むネットワーク

熊本日日新聞
　H16.10.13



豊かな地下水を育むネットワーク

地下水涵養農作物　ロゴマーク



今後の方針及び課題

◎　水循環型営農運動の推進

　　　Ｈ１６　２７４ｈａ　　H１７目標　４８０ha

◎　地下水涵養農作物地産地消の推進

◎　田んぼの学校の継続

◎　各種団体との連携強化

◎　総合学習等への教材提供
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